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繋
つな

ぐということ  
副校長  佐藤  祐介  

 

「かつてコロナという霧が世界中にかかっていました。しかし今、少しずつその霧が晴れ

希望という虹が見えてきました。過去３年間思うような体育大会をすることができないまま

卒業した先輩たちの想いを胸に、全力で競技することを誓います」 

多くの想いがこもった言葉で幕を開けた体育大会。スローガンの通り、一人ひとりの個性が

存分に輝き、校庭に七色以上の彩り豊かな虹を架けた。 

 

正月の恒例競技である「箱根駅伝」は、2024 年に第 100 回の記念大会を迎える。箱根

駅伝では多くの物語を積み重ねていることは言うまでもない。 

2011 年、第 87 回箱根駅伝大会は全 10 区間のうち９区間で１位を維持した早稲田大学

が総合優勝した。唯一、５区の山登りで当時の山の神柏原竜二選手を擁した東洋大学に１位

の座を奪われた。その５区で早稲田大学の襷
たすき

をかけて走っていたのは猪俣英希選手である。

猪俣選手は一般受験で入学し、４年生になるまで箱根駅伝への出場は一度もなかった。主力

選手の怪我により大会１週間前に５区を走るように告げられた猪俣選手は、途中、柏原選手

に逆転されるが、表情一つ変えず走り切った。だか、芦ノ湖でゴールした直後「ごめん」と

泣き崩れた。しかし監督は「猪俣は猪俣の役割をしっかり果たしてくれた。泣く必要などな

い。」と言って労った。監督の想定を上回る 120％の出来であったという。 

猪俣選手は、大会前に「初めての箱根駅伝はいかがですか？」とインタビューを受けた際、

こう答えている。「選手として走るのは初めてですが、昨年までもチームの一員として走っ

ていたので、初めての箱根駅伝だとは思っていません。」と爽やかに答えた。華々しく箱根

路を走ることができる選手はごくわずか。選ばれなかった選手は、当日はもとより直前の練

習でも控えとして出場選手のサポートに回る。猪俣選手は控えとして迎えたこれまでの３年

間でも自分の役割を果たし、チームの一員として活動してきた時間に堂々と胸を張った。早

稲田大学には記録では猪俣選手より速い控えの選手もいたが、監督が最重要区間を彼に託し

た理由がここにある。レース後、猪俣選手はこう語る。「襷を手渡すこと、これには目で見

えない力が宿っています。」 

駅伝では、襷を繋ぐということは選手や監督、チーム関係者、応援者等の人々の心を繋ぐ

ことであり、過去、現在、未来を繋ぐということでもある。毎年多くの人々が、沿道やＴＶ

の前で 10 時間以上も声援を送る理由はここにあるのだろう。 

 

本校の校庭で繰り広げられた体育大会も、４９回の歴史 

の中、コロナウイルスの猛威にも負けずに先輩たちが繋い 

できた「心の襷」が見えない力となって、鮮やかな「虹」 

をかけたことを後輩たちが体現した素晴らしい日となった。 

そしてその想いは来年、第５０回を迎える体育大会へと繋 

がっていく。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   本校の教員の勤務時間  ８時１５分～１６時４５分 

※ 授業のない土日は勤務日ではありません 

勤務時間外のご相談・ご連絡・面談等は、緊急時のみ

とさせていただきます。充実した学校教育・学校運

営のために、ご理解のほどよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６月 １日(木) 歯磨き指導（１年） 

６月 ２日(金) 救命講習（３年） 

６月 ５日(月) 生徒会朝礼 安全指導 

６月 ６日(火) 耳鼻科検診（１・２年） 

６月１３日（火) 耳鼻科検診（２・３年）  

６月１４日(水) 眼科検診（全） 

６月２０日(火) 期末考査（～２２日） 

６月２１日(水) 小６保護者向け学校説明会 

６月２３日(金) 復習確認テスト(3年) 避難訓練 

６月２４日(土) 校内通級教室説明会 

６月２６日(月) セーフティ教室 

６月２８日(水) 六中見学会 

※６/１２～6/１５ 都学力向上調査（１年） 

第４９回体育大会 
令和５年５月２０日（土）                                

前日の雨によるグラウンド整備や係準備を考  

えて、１時間遅らせたり競技順を入れ替えたりし 

ながらの開催でしたが、生徒たちは競技・係の仕 

事・応援に元気いっぱい取り組みました。 

コロナの分を取り戻す、新しい体育大会の幕開け 

となりました。PTA役員の方々にも受付等ご協力 

いただき、成功することができました。 

保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育実習生との出会いがありました 

 

地域学校協働本部による 

第１回英検直前自習サポートが開催  

 

 

６月の主な予定 

 

 
 

  

  

 

５月は５名の教育実習

生が六中で実習を行

い、授業以外に体育大

会でもお世話になりま

した。生徒たちもたくさ

んのことを学びました。 

本校では、年３回

の英検に向けて、

地域学校協働本

部 が主 体 となっ

て、「英語検定直

前自習サポート」 

を実施しています。第１回目の５月２７日（土）

は５０名近い生徒が申し込み、講師として来て

くださった地域の方や ICU（国際基督教大

学）の学生の皆さんから、受検する級ごとに丁

寧なご指導・アドバイスをいただきました。 

 

◆女子ソフトテニス部  

第９ブロック選手権大会女子団体３位  

              （都大会進出） 

◆美術部  

「歯と口の健康習慣」ポスターコンクール  

調布市歯科医師会会長賞  □□ □□(３年 ) 

佳作     □□ □□ (２年 ) 

努力賞     □□ □□ (２年） 

                  □□ □□ (３年 ) 

                  □□ □□ (３年 ) 

          

生徒の活躍の様子  

教員の勤務時間に係るお願い 



 

 

 

 

 


